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新
し
い
年
を
迎
え
皆
様
に
は
お
健

や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
に
は
母
校
の
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年

６
月
定
期
総
会
に
先
立
ち
、
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
母
校
の
さ
ら
な
る
発

展
と
生
徒
た
ち
の
将
来
へ
の
夢
を
応

援
す
る
た
め
、
１
０
０
周
年
記
念
事

業
が
決
定
し
ま
し
た
。
校
舎
の
全
面

建
て
替
え
工
事
が
完
了
す
る
の
に
あ

わ
せ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
人
工
芝
設

置
な
ど
の
環
境
整
備
事
業
や
奨
学
財

団
事
業
の
充
実
を
記
念
事
業
と
し
、

募
金
目
標
額
を
４
億
５
５
０
０
万
円

と
定
め
、
今
後
募
金
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
同
窓
生
は
来
年
４
万
人
を
超
え
ま

す
。
母
校
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
同
窓
生
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
皆
様
か
ら
も
周
り
の
同
窓
生
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
の
森
田
一
義
会
長
の
も
と
、
募

金
推
進
委
員
長
に
は
高
28
回
の
道

　
２
０
２
７
年
に
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
母
校
筑
紫
丘
で
す
が
、
記

念
事
業
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の

「
人
工
芝
敷
設
」
が
決
ま
り
、
ほ
か

に
「
奨
学
財
団
へ
の
寄
付
」「
ふ
る

さ
と
納
税
」
と
合
わ
せ
た
総
事
業
費

は
、
４
億
５
５
０
０
万
円
に
上
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
事
業

費
は
皆
様
か
ら
の
募
金
等
で
賄
い
ま

す
。

　
記
念
事
業
の
内
容
は
、
昨
年
10
月

25
日
に
開
い
た
１
０
０
周
年
事
業
に

向
け
た
臨
時
常
任
幹
事
会
で
決
定
し

ま
し
た
。
同
幹
事
会
で
は
、
人
工
芝

等
設
置
特
別
委
員
会
か
ら
の
答
申

で
、
人
工
芝
敷
設
に
必
要
な
額
は

３
億
円
と
の
数
字
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
幹
事
会
で
の
議
論
に
よ
り
、
記

念
事
業
は
①
人
工
芝
敷
設（
３
億
円
）

②
奨
学
財
団
（
５
千
万
円
）
③
ふ
る

さ
と
納
税
（
１
億
５
百
万
円
）
―
を

内
容
と
す
る
計
画
案
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

◇　
　
　
　
◇

　

こ
れ
ま
で
同
窓
会
本
部
は
、

１
０
０
周
年
に
向
け
て
組
織
改
革
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

永
幸
典
さ
ん
に
ご
就
任
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
窓
生
一
丸
と
な
っ
て
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ

せ
、
み
ん
な
で
母
校
の
１
０
０
周
年

を
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
６
月
に
は
本
部
定
期
総
会
開

催
に
先
立
ち
、
１
０
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
開
催
。森
田
一
義・

実
行
委
員
長
は
、挨
拶
で
「
寄
付
道
」

に
邁
進
し
よ
う
、
と
の
檄
を
飛
ば
さ

れ
、
原
田
同
窓
会
長
は
、
実
行
委
員

各
位
に
対
し
て
記
念
事
業
へ
の
理
解

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
、
母
校
か
ら
の
要

望
事
項
も
踏
ま
え
て
、
人
工
芝
敷
設

を
は
じ
め
、
学
習
環
境
の
整
備
や
部

活
動
へ
の
支
援
策
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
記
念
事
業
の
概
要
を
固
め
、
昨

年
10
月
の
臨
時
常
任
幹
事
会
開
催
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
は

募
金
推
進
委
員
会
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

◇　
　
　
　
◇

　
ま
だ
ま
だ
課
題
は
積
み
残
っ
て
お

り
ま
す
が
、
ま
ず
は
目
標
額
に
向
け

て
、
現
役
生
そ
し
て
未
来
の
筑
紫
丘

高
校
の
た
め
に
、
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
会
長　
前
川
健
太
（
高
49
）

人
工
芝
３
億
円  

奨
学
財
団
５
千
万
円

募
金
推
進
委
員
会
を
設
置

「
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

筑
高
。

　

丘
の
仲
間
と
、

　

つ
な
が
る
。

つ
な
げ
る
。」

　

24
年
度
総
会
実
行
委
員
長

武
藤
百
合
子（
高
47
）
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同窓会HP
「QRコード」

筑 紫 丘
高 等 学 校
同 窓 会
公式LINE
アカウント
　このたび、同窓会の
活動をより多くの世代
に届けるために広報委
員会の尽力により、筑
紫丘高校同窓会公式
LINEアカウントが開
設されました。
　不定期配信ではあり
ますが、同窓会からの
お知らせを皆さまのお
手元にお届けします。
　ぜひQRコードから
登録をお願いいたしま
す。

　

今
年
の
総
会
の
テ
ー
マ
は
「
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

筑
高
。丘
の
仲
間
と
、

つ
な
が
る
。
つ
な
げ
る
。」
で
す
。

筑
高
を
卒
業
し
て
30
年
近
く
経
っ

て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
に
会
え
ば

あ
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
語
ら
い
、

交
流
で
き
る
。
こ
の
心
地
よ
さ
を

支
え
る
も
の
は
、
や
は
り
筑
高
を

愛
す
る
気
持
ち
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
の
縁
は
同
じ
学
年
に
と
ど
ま

ら
ず
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
い

方
た
ち
か
ら
諸
先
輩
方
ま
で
、
み

ん
な
で
紡
い
で
い
き
た
い
。
つ
な

が
る
、
だ
け
で
な
く
、
つ
な
げ
て

い
く
と
い
う
能
動
的
な
姿
勢
を
持

て
た
ら
い
い
な
と
い
う
想
い
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「人工芝」敷設等決まる
100周年記念事業の一環

原
田　

ゆ
み
子（
高
20
）

会
長
あ
い
さ
つ

４
億
５
千
５
百
万
円
募
金
へ

南棟校舎が完成、使用開始
　2022年春から建設されていた南棟が完成、
24年１月の３学期から使用されます。
　新校舎は正門から入った正面に建ち、地上
４階建て。１階に保健室、調理被覆室などが
入り、２‒４階は教室となります。
　同年２月には次の北棟新築工事に備えた
東側スロープ工事が始まります。
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で
は
社
会
人
の
同
窓
生
が
説
明
や

講
義
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
の
交
流
会
＝
写
真
＝
に

は
、
計
80
名
以
上
の
同
窓
生
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

あ
る
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
に
は

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
ご
ろ
よ
り
本
校
の
教

育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
か
ら
「
ロ
ー
リ
ン
グ

方
式
」
で
始
ま
っ
た
校
舎
改
築
工

事
も
本
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
、

本
館
に
続
き
、よ
う
や
く
南
棟（
保

健
室
・
調
理
被
服
室
・
和
作
法
室
・

教
室
21
）が
昨
年
12
月
に
完
成
し
、

令
和
６
年
１
月
か
ら
使
用
を
開
始

し
ま
す
。

　

１
年
生
を
対
象
に
し
た
社
会
人

講
座
が
昨
年
７
月
25
日
開
か
れ
ま

し
た
。

◇　
　
　
　

◇

　

私
は
検
察
官
（
検
事
）
に
任
官

し
、
現
在
は
福
岡
地
方
検
察
庁
公

判
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
検
察

官
の
仕
事
は
大
き
く
分
け
て
捜
査

と
公
判（
裁
判
）の
二
つ
が
あ
り
、

私
は
そ
の
う
ち
公
判
の
責
任
者
の

立
場
に
あ
り
ま
す
。

「
新
駈
」
の
思
い
込
め
て

　
　

翔
丘
祭
運
営
委
員
長　

３
年　

山
方
迦
奈

　

今
年
の
テ
ー
マ
「
新
駈
」
に
は
、「
新
」

し
い
青
春
を
「
駈
」
け
抜
け
て
い
こ
う
、
と

い
う
私
達
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
先
輩
方
が
「
想
造
」
し
た
翔
丘

祭
を
も
と
に
、従
来
の
形
に
戻
し
つ
つ
、「
新

し
い
」
筑
紫
丘
、「
新
し
い
」
翔
丘
祭
を
創

り
上
げ
よ
う
と
３
月
か
ら
準
備
を
進
め
ま
し

た
。

　

変
更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
様
々
な
選

択
肢
を
考
え
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
こ
と
は

難
し
く
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
75
回
生
や
コ
ロ
ナ
禍
前
の
72

回
生
の
先
輩
方
と
も
連
絡
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
想
像
を
超
え
る
多
く
の
方
々
に
来

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
翔
丘
祭
が
さ
ら

に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
燦
然
伝
心
」

　
　

大
運
動
会
運
営
委
員
長　

２
年　

窪
田
凌
駕

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
、
本
来
の
形
を
誰

も
知
ら
な
い
ま
ま
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、「
今

で
き
る
こ
と
は
何
か
」「
ど
う
す
れ
ば
例
年
の

形
に
戻
せ
る
の
か
」
な
ど
、
生
徒
一
人
一
人
が

主
体
的
に
考
え
行
動
し
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、テ
ー
マ
で
あ
る
「
燦
然
伝
心
」

の
名
の
通
り
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
、
運
営
、
そ
し
て

競
技
の
選
手
と
し
て
、
練
習
か
ら
本
番
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
光
輝
く
姿
や
個
性
を
存
分
に
発
揮

し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
運
動
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
制
約
が
か
か
っ
た
状
況
で
も
必

ず
伝
統
を
繋
い
で
き
た
筑
高
生
の
想
い
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
私
達
の
誇
り
で
あ

る
筑
高
の
伝
統
は
こ
れ
か
ら
も
繋
い
で
い
き
ま

す
。

　

昨
年
は
創
立
96
周
年
の
年
、
５

月
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
五
類

感
染
症
と
な
り
、
第
76
回
の
翔
丘

祭
を
入
場
者
の
制
限
な
く
盛
大
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、
第
２
学
年
２
０
０

名
が
２
泊
３
日
の
東
京
研
修
を
行

い
。
大
学
や
企
業
で
活
躍
す
る
先

輩
方
か
ら
将
来
に
向
け
た
貴
重
な

ヒ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
台
風
や
熱
中
症
も

心
配
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
晴

天
の
中
で
大
運
動
会
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

水
泳
部
、
写
真
部
、
囲
碁
将
棋

部
、
百
人
一
首
部
、
物
理
部
が
全

国
大
会
出
場
を
、
山
岳
部
、
陸
上

　

今
回
、
法
律
家
の
志
望
者
を
増

や
そ
う
と
い
う
検
察
庁
の
方
針
の

下
、
母
校
に
う
か
が
い
、
１
年
生

を
対
象
に
し
た
課
外
授
業
に
お
い

て「
検
察
官
の
仕
事
」と
い
う
テ
ー

マ
で
１
時
間
ほ
ど
講
演
等
を
行
い

ま
し
た
＝
写
真
。

　

夏
休
み
中
の
課
外
授
業
と
い
う

こ
と
で
、
参
加
者
は
少
数
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
が
、
質
疑
応
答
で
は

こ
ち
ら
と
し
て
も
非
常
に
興
味
深

校
舎
改
築
進
み
、部
活
も
活
躍

松
熊
検
事（
高
38
）が
来
校

１
年
生
対
象
に「
検
察
官
の
仕
事
」

大
学
・
企
業
を
訪
問

２
泊
３
日
で
実
施

渡邊　啓明校長

競
技
部
、
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

部
が
九
州
大
会
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

更
に
水
泳
部
が
９
月
の
鹿
児
島

国
体
で
、
少
年
Ｂ
男
子
１
０
０
ｍ

平
泳
ぎ
優
勝
・
少
年
Ｂ
男
子
４
０

０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
３
位
・
少

年
Ａ
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
４

位
。
さ
ら
に
全
九
州
高
校
新
人
水

泳
競
技
大
会
で
、
男
子
１
０
０
ｍ

平
泳
ぎ
優
勝
・
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

２
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

福
岡
県
高
文
祭
で
は
、
放
送
部

が
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
ア
ナ

ウ
ン
ス
部
門
で
３
位
、
写
真
部
が

写
真
部
門
県
大
会
で
大
賞
に
１

名
、
囲
碁
将
棋
部
が
囲
碁
部
門
県

大
会
で
女
子
個
人
戦
２
位
、
女
子

９
路
盤
戦
優
勝
、
声
楽
部
門
で
は

グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
り
、
大
分
県
で

開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
に
数
多
く

出
場
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
生
徒
や
保
護
者
、
同
窓

会
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
来
た
る
べ
き

１
０
０
周
年
、
筑
高
の
更
な
る
発

い
質
問
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、
そ

の
熱
心
な
姿
勢
を
大
変
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。
生
徒
の
進
路
の
検

討
対
象
の
一
つ
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
り
、
機
会
を
い
た
だ
い
た
皆
様

に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
（
松
熊　

健
）

新
年
あ
い
さ
つ

通
常
開
催
に
歓
声
沸
く

翔
丘
祭

大
運
動
会

　

第
76
回
の
筑
高
翔
丘
祭
と
大
運
動
会
は
、

い
ず
れ
も
久
し
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

翔
丘
祭
は
５
月
12
、
13
日
に
開
催
。
今

年
は
入
場
制
限
を
な
く
し
一
日
目
は
１
年

生
の
合
唱
、
２
年
生
の
筑
高
the
ム
ー
ビ
ー

（
映
画
）、
３
年
生
の
筑
高
Ｍ
Ｖ
（
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
）
を
講
堂
で
披
露
。
２
日

目
は
校
内
を
一
般
開
放
、
各
ク
ラ
ス
の
企

画
や
文
化
部
の
発
表
を
行
い
、
大
盛
況
で

し
た
。

　

大
運
動
会
は
９
月
９
日
に
実
施
。
今
年

は
筑
高
体
操
で
の
着
衣
が
選
択
制
と
な
り
、

生
徒
た
ち
は
上
裸
か
着
衣
の
ど
ち
ら
か
を

自
分
で
選
択
し
て
体
操
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
大
き
な
歓
声
が
沸
く
心
に
残
る
大

運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
青
木
雄
志
教
諭　

高
66
）

翔丘祭

大運動会

展
に
向
け
て
、
尽
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「
社
会
人
の
方
々
に
は
人
生
の
授

業
を
し
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま

す
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
が
人

生
で
最
も
長
い
時
期
で
あ
り
、
ど

う
い
う
職
業
に
つ
く
の
か
、
社
会

に
出
て
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
普
段
は
聞
け
な
い
貴
重

な
話
が
聞
け
ま
し
た
」
と
あ
り
ま

し
た
。
受
験
や
進
学
に
つ
い
て
は

も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て
ど
う
成
長

　

今
年
度
の
東
京
研
修
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
内
容
に
戻
し
、
２
年
生

の
希
望
者
約
２
０
０
名
が
参
加
し

て
８
月
２
日
～
４
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
初
日
は
首
都
圏
の
大
学
研

修
、
２
日
目
は
企
業
訪
問
、
３
日

目
は
東
京
大
学
研
修
と
、
充
実
し

た
２
泊
３
日
で
し
た
。

　

現
役
大
学
生
の
同
窓
生
が
構
内

案
内
や
座
談
会
で
協
力
し
て
く
だ

さ
り
、
い
く
つ
か
の
企
業
や
大
学

し
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
機
会
を

得
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
首
都
圏
同

窓
会
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

（
坂
口
奈
身
子
教
諭　

高
44
）

社
会
人
講
座

東
京
研
修
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具
体
的
に
は
物
販
を
頑
張
っ
て
、

収
益
を
寄
付
に
回
す
。
運
営
構
造

を
見
直
し
て
収
支
を
良
く
す
る
。

そ
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
と
に
か
く

楽
し
く
す
る
と
い
う
こ
と
。

　

卒
業
す
る
と
、
地
域
で
の
愛

称
「
ガ
オ
カ
」
の
方
が
通
じ
る
の

で
そ
う
言
う
よ
う
に
な
る
が
、
卒

業
生
同
士
の
時
く
ら
い
は
「
チ
ッ

参
加
が
著
し
く
少
な
い
こ
と
だ
と

い
う
。
変
化
が
必
要
だ
っ
た
。
幹

事
団
で
話
し
合
っ
た
。

　

結
論
は
、
お
金
と
、
つ
な
が
り

と
、
楽
し
さ
だ
っ
た
。
お
金
を
費

や
す
の
で
は
な
く
、
お
金
を
集
め

て
生
か
せ
る
同
窓
会
に
。
若
い
世

代
も
来
た
く
な
る
、
広
い
世
代
の

つ
な
が
り
を
生
め
る
同
窓
会
に
。

み
、
好
き
な
音
楽
を
好
き
な
形
で

演
奏
す
る
と
い
う
、
音
楽
が
最
高

に
楽
し
め
る
場
で
す
。

　

各
バ
ン
ド
は
、
九
州
大
会
や
全

国
大
会
出
場
を
目
標
に
、
夏
や
冬

の
県
大
会
に
向
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ザ
・
部
活

吹
奏
楽
部

県
大
会
銀
賞
獲
得

　

吹
奏
楽
部
は
今
年
度
、
第
39
回

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
福
岡

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
県
大

会
の
壁
は
厚
く
、
金
賞
は
受
賞
す

る
も
の
の
、
県
大
会
へ
の
推
薦
は

い
た
だ
け
な
い
「
カ
ラ
金
」（
ダ

メ
金
）
が
続
い
て
県
大
会
は
実
に

10
年
ぶ
り
の
出
場
で
す
。

　

３
年
生
は
昨
夏
か
ら
「
全
身
全

霊　

届
く
音
楽　

ア
モ
ー
レ
！
」

を
合
言
葉
に
、
九
州
大
会
出
場
を

目
標
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
思

う
よ
う
な
成
果
が
上
が
ら
ず
、
不

安
に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
支
部
大
会
は
部
員
一
人
一

人
の
パ
ワ
ー
と
団
結
力
が
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
た
会
心
の
演
奏
で
、

こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
持
て
る
力
を

発
揮
で
き
る「
筑
高
生
の
真
の
力
」

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
は
悔
し
い
銀
賞
に
終
わ

り
ま
し
た
が
、た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
か
ら
祝
福
と
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
部
員
一
同
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

新
チ
ー
ム
は
「
一
意
専
心
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
活
動
中
で
す
。
今
後
と
も

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
石
純
子
教
諭　

高
35
）

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

各
人
が
バ
ン
ド
組
み
ラ
イ
ブ

　

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
は
、

学
校
一
の
部
員
数
を
誇
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
少
人
数
で
バ
ン
ド
を
組

総
会・懇
親
会
に
７
３
５
人
出
席

変
化
が
必
要
だ
っ
た

23
年
度
総
会
実
行
委
員
長　

日
野
昌
暢（
高
46
）

　

２
０
２
２
年
か
ら
会
場
を
福
岡
国
際
会
議
場
に

移
し
て
２
回
目
と
な
る
23
年
の
定
期
総
会
・
懇
親

会
は
６
月
３
日
に
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
７
３
５

人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
は
74
人
）
だ
っ
た
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
受
付
入
場
、
着
席
ス
タ
イ

ル
も
大
き
な
混
乱
は
な
く
、
新
し
い
カ
タ
チ
と
し

て
定
着
し
て
き
た
。

　

23
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
チ
ッ
コ
ー
セ
イ
」 

。
卒

業
し
て
い
つ
し
か
青
春
の
記
憶
の
か
な
た
に
消
え

つ
つ
あ
る
こ
の
６
文
字
に
、
総
会
の
当
番
回
で
あ

る
高
46
回
生
が
光
を
当
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
コ

ン
テ
ン
ツ
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
「
同
窓
会
っ
て
、
こ
の
時
代
に

い
る
？
」。
実
行
委
員
長
を
依
頼

さ
れ
た
時
、
私
は
同
級
生
に
同
窓

会
が
抱
え
る
課
題
を
聞
い
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
現
役
生
が
納
入
す

る
「
同
窓
会
費
」
を
原
資
と
す
る

補
助
が
あ
っ
て
運
営
が
な
り
た
っ

て
い
る
構
造
。
そ
し
て
若
い
人
の

「
寄
付
道
」を
合
言
葉
に
～
御
礼
と
ご
報
告
～

奨
学
財
団
専
務
理
事　

世
良　

洋
子（
高
45
）

　

当
奨
学
財
団
へ
の
寄
付
は
、
令

和
５
年
４
～
９
月
の
半
年
間
で

２
２
５
万
６
２
２
２
円
に
上
り
ま

し
た
。
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
本
校

の
寄
付
の
伝
統
に
加
え
、
森
田
一

義
先
輩
（
高
16
回
）
が
「
寄
付
道
」

と
の
母
校
愛
溢
れ
る
造
語
を
冠
し

て
下
さ
っ
た
こ
と
や
、
高
46
回
当

番
幹
事
の
皆
様
の
類
稀
な
創
意
工

夫
に
よ
る
「
寄
付
道
グ
ッ
ズ
」
販

売
等
々
が
、
多
大
な
推
進
力
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
も
３
年
生
へ
の
奨

学
金
は
前
年
同
規
模
の
３
０
０
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
寄
付
者

の
税
法
上
メ
リ
ッ
ト
増
大
の
た

め
、
特
別
控
除
（
税
額
控
除
）
の

対
象
法
人
化
の
申
請
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

財
団
の
使
命
は
、
現
役
筑
高
生

が
抱
く
向
学
の
志
を
全
力
で
応
援

す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。「
寄

付
道
」
を
合
言
葉
に
、
平
等
な
学

び
の
チ
ャ
ン
ス
を
全
て
の
筑
高
生

へ
届
け
て
参
る
所
存
で
す
。
引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

同窓会費2000円　GAOカードでの登録を
　同窓会費の負担をお願いして一年が経ちます。ＧＡＯカードまたは振込みによる支払い、誠にあ
りがとうございます。とはいえまだまだ目標には程遠いため、今一度ご説明させていただきます。
　負担をお願いする主な理由は以下の３つです。
　（１）現在の同窓会運営費は、ほぼ全額在校生の負担により賄われている
　（２）将来的に同窓会運営が困難になることが予見される
　（３）2027年に創立100周年を迎えるものの、資金的な余裕がない─です。
　皆様のご理解をお願いします。
　加えて、同窓会年会費の支払いの際は、「ＧＡＯ（ガオ）カード」での年会費の支払い登録を
お薦めします。「ＧＡＯカード」とは同窓会専用のクレジットカードです。
　大きな特徴は以下の４つです。①発行されるカードは、デジタルカード（スマホ上のアプリ）とそ
の対となるフィジカルカード（いわゆる普通のカード）の２つ②カード自体の年会費は永年無料③申
し込みから発行までスマホで完結④カード発行後に同窓会年会費の支払登録をすることで同窓会
年会費のスムーズな集金が可能になる。
　ＧＡＯカードの登録後、すぐに2000円の引落が実行されますが、初年度については約４カ月後
に登録者に2000円がキャッシュバックされます。加えて同窓会に3000円の協賛金が入ります。

奨
学
財
団

曲
を
練
習
し
た
り
、
定
期
演
奏
会

等
に
向
け
て
様
々
な
曲
の
カ
バ
ー

を
練
習
し
た
り
し
ま
す
。

　

部
員
が
多
い
分
、
音
楽
へ
の
沢

山
の
接
し
方
が
あ
り
ま
す
。
バ
ン

ド
に
よ
っ
て
は
、
校
外
で
の
ラ
イ

ブ
に
積
極
的
に
参
加
し
、
他
校
の

バ
ン
ド
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々

と
の
交
流
も
行
い
ま
す
。
共
通
の

音
楽
の
趣
味
を
持
つ
人
と
の
出
会

い
も
魅
力
で
、
大
勢
の
観
客
の
前

で
演
奏
す
る
こ
と
へ
の
挑
戦
は
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
沢
山
の
仲
間
と
共
に
、

素
晴
ら
し
い
ラ
イ
ブ
を
行
え
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
２
年　

深
町
彩
乃
）

２
０
２
３
年
の
定
期
総
会
・
懇
親
会

　
「
教
育
支
援
基
金
」（
令
和
４
年

９
月
～
令
和
５
年
３
月
）
に
尾
崎 

隆
教
さ
ん
（
高
17
）
か
ら
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
寄
付

の
合
計
は
７
万
４
０
０
０
円
で
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
寄
付
は
「
奨
学
財
団
」

に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
訂
正　

73
号
５
ペ
ー
ジ
の

「
卒
業
式･

入
学
式
」
記
事
の

11
行
目
「
76
回
生
」
は
「
75

回
生
」
の
誤
り
で
し
た
。

教
育
支
援
基
金
寄
付
者 

コ
ー
セ
イ
！
」
っ
て
言
お
う
ぜ
、

と
テ
ー
マ
に
据
え
た
。

　

森
田
一
義
先
輩
に
話
し
た
。
そ

の
結
果
、
懇
親
会
冒
頭
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
登
壇
、
同
窓
生
で
編
成
し
た

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
と
の
ス
キ
ャ
ッ
ト

で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ト
―
ク
な
ど
、
過
去
に
な
い
協

力
を
い
た
だ
き
感
動
し
た
。
実
行

委
員
長
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
お

か
げ
で「
新
し
い
良
い
人
間
関
係
」

が
生
ま
れ
た
。
47
回
生
以
降
の
同

窓
生
も
、だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
て
、

仕
事
や
家
庭
な
ど
、
い
つ
も
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
一
歩
出
て
、

チ
ッ
コ
ー
セ
イ
に
戻
っ
て
み
て
ほ

し
い
。
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同
窓
会
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
４
月
よ
り
久
し

ぶ
り
に
「
丘
」
に
通
っ
て
い
る
私

は
、
現
役
の
生
徒
に
高
校
時
代
の

自
分
を
つ
い
重
ね
て
し
ま
い
ま

す
。
昔
学
ん
だ
同
じ
教
室
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
を
駆
使
し
た

授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

隔
世
の
感
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　

本
館
跡
に
建
設
し
て
い
た
南
棟

が
23
年
末
に
竣
工
し
、
最
新
の
教

室
に
更
新
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

も
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
も
思
い
出
が
多

く
詰
ま
っ
た
建
物
が
一
つ
ず
つ
姿

を
変
え
て
い
く
こ
と
に
複
雑
な
思

い
を
持
た
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
未
来
に
向
け
て
力
強
く
ま
い

進
す
る
筑
高
生
を
育
む
上
で
不
可

欠
な
変
化
だ
と
ご
理
解
の
上
、
応

援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

23
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５

類
移
行
も
あ
っ
て
、
教
育
活
動
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
翔
丘
祭
も
大

運
動
会
も
制
限
の
な
い
外
部
公
開

が
で
き
ま
し
た
。

　

行
事
に
お
け
る
伝
統
の
継
承
に

は
厳
し
い
局
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
生
徒
の
目
標
達
成
に
向
け

た
高
い
向
上
心
に
よ
っ
て
し
っ
か

り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

状
況
の
変
化
が
急
激
な
時
代
に

あ
っ
て
も
「
世
界
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
」
を
目
指
し
、
学
校

一
丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
副
校
長　

富
田
順
二　

高
35
）

宴座

　

２
０
２
３
年
６
月
の
常
任
幹
事

会
で
、
渡
邊
伸
也
氏
（
高
24
）
の

後
を
受
け
、
首
都
圏
同
窓
会
の
代

表
に
就
任
し
ま
し
た
高
38
の
山
本

利
博
で
す
。
母
校
１
０
０
周
年
が

３
年
後
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で
同
窓
会
を

　

北
九
州
支
部
恒
例

の
秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
、
２
０
２
３
年
10

月
17
日
、
門
司
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

東
京
と
福
岡
か
ら

の
参
加
も
あ
り
総
勢

９
人
。
高
８
の
井
上
正

先
輩
（
尊
敬
し
ま
す
！

レ
ジ
ェ
ン
ド
♥
）
の
素

晴
ら
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
、
笑
顔
と
声
援

の
絶
え
な
い
楽
し
い

会
と
な
り
ま
し
た
。
優

勝
は
高
17
の
田
中
義

彦
氏
で
し
た
。

　

次
回
は
５
月
に
予

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
の
活
性
化
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
な
ど
に
つ

い
て
も
効
率
的
な
運
営
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
愛
に
知
恵
と
議
論
を
積
み

重
ね
て
発
展
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

「丘女会」だより

　丘女会はこれまで同窓会に帰属する独立した組
織として活動してきましたが、今後は同窓会本部
の委員会の下部組織として、各委員会と協力して
活動していくこととなりました。
　創立100周年に向け、同窓会本部の新たな体制
の下に2023年から丘女会も研鑽委員会企画のイベ
ント「学びの会」を協力して開催しています。
　第１回目は23年４月、高原要次さん（高23）に「論語・大学に学ぶ人間学」
と題して講演していただきました。
　第２回は同年10月に開いた太田由美子さん（高32）による「100年時代の人
生をよりよく生きるためにーLIFE SHIFT に学ぶ」。ワーク形式で分かりや
すく、自分自身を見つめ直す良い機会となった、と参加された10代から70代
の幅広い年代の皆さんに大変好評でした。
　第３回は「個人の安全・安心、企業の安全・安心、国家の安全・安心」のテー
マで24年２月17日（土）に開催します。講師はこの分野のエキスパートの渡
邊達哉さん（定高18）です。申し込みは同窓会事務局（092・561・0662）か同
窓会ホームページへ。
　広報誌「OKAME STYLE」は様々な分野で自分らしさを発揮する丘女を
ご紹介してきましたが、今後は女性に限らず全ての卒業生を対象に取材し、
同窓会本部の委員会と連携しながら多くの方々に楽しんでいただけるよう情
報をお届けします。

「学びの会」を協力開催　研鑽委員会と
会長  内田　洋子（高24）

丘
で
学
ん
だ

C
h
ik
u
s
h
ig
a
o
k
a
 S
to
rie
s

⑦

　

私
は
西
高
宮
小
・
高
宮
中
・
筑

紫
丘
高
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。
昨
年
70
歳

に
な
り
ま
し
た
。
車
い
す
テ
ニ
ス

の
全
仏
・
全
英
で
優
勝
を
果
た
し

た
小
田
凱
人
選
手
は
17
歳
。
70
と

17
。
似
て
非
な
る
、
で
す
。
小
田

選
手
は
現
在
高
校
２
年
の
年
齢
で

す
が
、
病
気
と
闘
い
な
が
ら
常
に

最
年
少
記
録
を
更
新
す
る
実
績
を

残
し
て
い
て
、
し
か
も
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
の
受
け
答
え
が
素
晴
ら

し
い
（
英
語
も
）。
素
質
、
覚
悟
、

努
力
な
ど
が
合
わ
さ
っ
て
立
派
で

す
。

　

大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
も

高
校
１
年
の
時
に
「
ド
ラ
フ
ト
で

１
位
指
名
を
８
球
団
か
ら
受
け

る
」
と
い
う
志
を
立
て
、
そ
の
た

め
に
達
成
す
べ
き
目
標
を
８
つ
書

き
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
８
つ
の
目

標
達
成
の
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と

８
つ
ず
つ
を
書
き
出
し
て
、
64
項

目
の
曼
陀
羅
チ
ャ
ー
ト
（
目
標
達

成
シ
ー
ト
）
を
作
っ
た
と
い
う
の

は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
話
で
す
。

２
人
と
も
高
い
志
と
大
変
な
努
力

で
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

翻
っ
て
私
が
高
校
２
年
の
頃
を

振
り
返
る
と
、
毎
日
を
気
楽
に
過

ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
地
学
部

だ
っ
た
の
で
天
体
観
測
合
宿
と
称

し
て
学
校
に
時
々
泊
ま
り
込
ん
で

い
ま
し
た
。
定
時
制
の
給
食
の

余
っ
た
パ
ン
を
も
ら
い
、
１
棟
だ

け
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て

（
残
り
は
木
造
）
だ
っ
た
本
館
の

屋
上
で
星
を
眺
め
た
り
、
プ
ー
ル

で
夜
中
に
カ
エ
ル
と
一
緒
に
泳
い

だ
り
と
い
う
時
代
で
し
た
。小
田
、

大
谷
両
選
手
と
比
べ
、
情
け
な
い

ほ
ど
の
落
差
で
す
。

　

高
校
の
仲
間
と
の
交
流
は
大
学

進
学
後
も
続
き
ま
し
た
が
、
就
職

し
て
忙
し
く
な
る
と
交
流
は
減
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
還
暦
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
、
む
し
ろ
交
流
は
拡
大

し
て
き
て
い
ま
す
。
体
力
が
落
ち

て
も
自
由
な
時
間
が
増
え
た
た
め

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
筑

紫
丘
の
魅
力
、
筑
紫
丘
の
す
ご
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
便
利
な
ツ
ー
ル

が
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
の
学
年
は
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
を
随
分
前
に
作
っ
て
く
れ
た

人
が
い
た
こ
と
、
学
年
同
窓
会
に

歴
代
名
幹
事
が
い
る
こ
と
、
東

京
に
は
博
識
で
面
倒
見
の

い
い
世
話
人
が
定
期
的
に

散
歩
の
会
を
開
催
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高

校
時
代
に
付
き
合
い
の
な

か
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

首
都
圏
同
窓
会
で
、
森

田
一
義
先
輩
（
タ
モ
リ
さ

ん
）
が
「
筑
紫
丘
は
、
卒

業
し
て
時
間
が
た
っ
た
後

で
初
め
て
良
さ
が
分
か
る
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
大

学
の
専
攻
（
地
球
物
理
学
）
と
は

全
く
関
係
の
な
い
商
社
に
勤
務
し

ま
し
た
が
、
退
職
後
の
３
年
間
は

東
京
・
三
鷹
の
国
立
天
文
台
で
国

際
連
携
関
連
の
仕
事
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
す
ば
る

望
遠
鏡
、
チ
リ
の
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
（
ア

ル
マ
電
波
望
遠
鏡
）
に
も
行
け
て

地
学
部
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

　

こ
の
間
に
２
度
、
筑
高
２
年
生

の
夏
の
東
京
研
修
の
グ
ル
ー
プ
を

受
け
入
れ
て
国
立
天
文
台
を
案
内

し
ま
し
た
。
少
し
は
母
校
に
恩
返

し
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
は
リ
モ
ー
ト
飲
み
会
の
話

で
す
。
首
都
圏
同
窓
会
で
楽
し
み

だ
っ
た
散
歩
の
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で

休
止
に
な
っ
た
た
め
、
高
23
の

仲
間
（「
丘
ふ
み
」
と
い
い
ま
す
）

の
有
志
が
憂
さ
晴
ら
し
に
隔
週
開

催
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
つ
な
い
で
、
酒
を
飲
み
な

が
ら
近
況
を
語
り
合
う
の
で
す

が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
面
白
か
っ

た
。

　

世
間
話
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

メ
ン
バ
ー
の
中
の
〇
〇
専
門
家

に
講
演
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
日
本
の
安
全
保
障
か
ら

素
粒
子
観
測
施
設
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ

オ
カ
ン
デ
建
設
の
話
、
さ
ら
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
解
説
に
株
式
会
社

４
０
０
年
の
歴
史
、石
の
話
ま
で
。

こ
れ
が
と
て
も
レ
ベ
ル
が
高
く
て

目
か
ら
う
ろ
こ
の
話
が
続
々
。
さ

す
が
筑
紫
丘
、
多
士
済
々
と
思
っ

た
も
の
で
す
。
私
も
１
９
９
８
年

の
第
４
回
選
抜
で
２
次
ま
で
残
っ

た
時
の
宇
宙
飛
行
士
受
験
体
験
記

を
話
し
ま
し
た
。

　

自
分
が
学
べ
な
か
っ
た
こ
と
で

も
仲
間
か
ら
拝
借
で
き
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
番
の

「
丘
で
学
ん
だ
」
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

齢よ
わ
い

70
　

人
生
こ
れ
か
ら

蓮
尾　

隆
一
（
高
23
）

首
都
圏
代
表
交
代

山
本
利
博（
高
38
）

北
九
州
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

田
中
氏
（
高
17
）
優
勝

定
。
腕
に
自
信
の
あ
る
方
、
こ
の

コ
ー
ス
に
興
味
が
あ
る
方
、
バ
ン

カ
ー
の
往
復
ビ
ン
タ
に
泣
い
て
み

た
い
方
な
ど
な
ど
、
ご
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
♥

（
三
島
恵
美
子　

高
38
）

支
部
だ
よ
り


